
岡山市
先 進 自 治 体

ドンレミー 岡山工場
先 進 施 設
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出典：経済産業省

　
［第三回］ 産業

Industry

人
を

呼
び
込
む
ま
ち

二
〇
一
三
年
の
人
口
動
態
を
見
る
と
、東
京
圏
で
は
一
〇
万
人
の
転
入
超
過
と
な
っ
て
お
り
、

地
方
の
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代
の
若
者
が
東
京
に
流
入
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

事
態
を
是
正
す
る
に
は
、い
か
に
し
て
地
方
に「
し
ご
と
」を
創
出
す
る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
る
。

地
域
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
岡
山
市
の
企
業
誘
致
の
可
能
性
を
探
る
。

企
業
誘
致
が
も
た
ら
す
、

地
域
活
性
と
雇
用

Okayama

大企業
約1.1万社

昨年、政府によって示された地方創生の長期戦略には、「地方における雇用の創出」がその基本目標の
一項目に掲げられている。国は地方において若者の正規雇用労働者の割合を向上させ、合わせて女性
の就業率を促進することで、2020年までの5年間で30万人の雇用を生み出すとしている。

方向性2：まちの機能を維持・活性化する

方向性1：雇用・しごとをつくる

中堅・
中小企業
約51万社

小規模企業※

約334万社
※中小企業のうち常用雇用者

20人以下の企業
（卸・小売、飲食、サービスは5人以下）

【戦略4】
地域に根ざす地
域資源を活用し
た地域全体のブ
ランド化と付加
価値向上、域外
展開と域内消費
の拡大

【戦略5】
人口減少下での
①地域の安全・安心を支える基盤的な生活	
　サービスの確保
②	持続可能な地域経済圏の再構築
・地域経済を支える中核企業の分布分析
・医療・介護等やインフラの選択的集中
・人口規模に応じたコンパクトシティ化

【戦略2】
将来の中核企業となるベンチャーの
地方での育成、大企業の地方企業と
の取引拡大やスピンオフの活用

【戦略1】

①	地域の中核企業を引き上げ、産業	
　の裾野を拡大
②	海外企業の地方への投資促進
③	大企業の地域経済への貢献

【戦略3】
労働力不足と地域経済の7割を占め
るサービス業の生産性向上への対応
（ロボット・ITや女性・高齢者の活用）

人口減少下での地域経済再生、5つの戦略

文：槌田波留基

新規創業
ベンチャー

地域の産業集積としての競争力向上
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資料：中小企業庁委託「自治体の中小企業支援の実態に関する調査」（2013年11月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱）
（注）	1. �図１は自治体の抱える課題について、図２は地域の抱える課題に対して重点的に取り組んでいる対策について、1位から3位を回答

してもらった中で、1位に選択されたものを集計している。
	 2. 図１の都道府県の「その他」には、「震災からの産業復興」、「内外経済環境の変化」、「製造品出荷額の減少」、「県内就業率が低い、県
　　　 外での消費が多い」、「ものづくり産業の空洞化」、「県民所得低迷」等を含み、図２の都道府県のその他には、「雇用の創出」、「産業    	
	    振興」、「経営と金融の一体的総合的支援」、「中小企業の振興」等を含む。
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総務省統計局「労働力調査（基本集計）都道府県別結果」を基に作成

なぜ、企業誘致が必要なのか
　わが国における昨年12月の完全失業率は3.4％で、17年4カ月ぶりの低水準となった。しかし、首都圏と地方の格差
は明らかで、有効求人倍率で見ると最高の東京都は1.6倍で最低ランクの沖縄県他の2倍に達している。地域別の経
済格差と失業率は比例するものではないが、「しごと」の場と機会を生み出すことが雇用の安定、地方創生に大きく寄与
することは明白だ。東日本大震災以降、事業継続性、サプライチェーンの確保を目的として、製造拠点を地方に分散さ
せる企業が相次いだ。円安の影響により海外に置かれた製造工場を国内回帰させる事例もある。視界を広げ、価値
観を新たにする。地域の魅力を検証、発掘する。その先に、地方都市に「しごと」を創出するヒントがみえてくる。

Data 1Data 2

企業誘致と需要喚起の施策で、
地方創生の推進を模索

経済格差、地域性などが
重層的に影響する地域別失業率

自治体の課題解決策は？ 都道府県別完全失業率

全国の都道府県別完全失業率（モデル推計値）を見ると九州、関西、関東、北海道で高いことがわかる。
工業都市の大阪は製造業の衰退が長く尾を引き、沖縄県では本土との経済格差もさることながら、大都市
圏からのUターン者が多いという状況が影響しているという観測もある。

4.5％以上

3.0％～3.5％未満
3.0％未満

3.5％～4.0未満
4.0%～4.5％未満

岐阜県

ベスト
3位

福井県

ベスト
2位

島根県

ベスト
3位

愛知県

ベスト
3位

三重県

ベスト
1位

大阪府

ワースト
2位

鹿児島県

ワースト
5位

福岡県

ワースト
2位

青森県

ワースト
4位

沖縄県

ワースト
1位

北海道

ワースト
5位

2014年度都道府県別完全失業率（モデル推計値）

自治体が認識する課題は全体として「人口減少」と「少子高齢化」が突出。「商店街・繁華街の衰退」は市
区町村で大きな問題となっており、対応策として「観光客の誘致」「商店街活性化」など需要を喚起する施
策を模索している。「企業誘致」はより大きな行政力を持つ都道府県が取組みの先鋒に立つ。

図1 地域が抱える課題（自治体）

出典：中小企業庁
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図2 自治体の地域が抱える課題への取組内容
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岡山市
先 進 自 治 体

ドンレミー 岡山工場
先 進 施 設

山
の
強
み
を
い
か
し
た
産
業
を
広
げ

る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
岡
山
市
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
多
様
な
産

業
振
興
施
策
を
展
開
し
て
き
た
岡
山
市

に
、
そ
の
成
果
が
着
実
に
現
れ
て
き
た
。

　

企
業
誘
致
に
挑
む
、
そ
の
最
大
の
武

　

岡
山
市
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
山
陽

新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
一
躍
脚
光
を
浴

び
、
以
後
、
中
四
国
エ
リ
ア
の
政
治
経

済
、
文
化
を
担
う
中
核
都
市
と
し
て
発

展
を
遂
げ
た
。
平
成
十
九
年
に
「
岡
山

市
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
。
平

成
二
十
一
年
に
全
国
で
一
八
番
目
の
政

令
指
定
都
市
に
移
行
し
た
人
口
七
〇
万

の
大
都
市
は
、
平
成
二
十
三
年
に
「
岡

　

中
国
四
国
地
方
の
真
ん
中
に
位
置
す

る
岡
山
市
。
桃
太
郎
伝
説
の
里
、
マ
ス

カ
ッ
ト
や
桃
の
名
産
地
と
し
て
全
国
に

名
を
は
せ
る
こ
の
都
市
が
、
積
極
的
な

企
業
誘
致
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

器
は
や
は
り
広
域
交
通
の
利
便
性
だ
。

原
材
料
の
供
給
、
製
品
の
輸
送
な
ど
物

流
、
人
流
を
支
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
は

企
業
経
営
の
要
だ
。
岡
山
市
は
中
四
国

に
お
い
て
東
西
南
北
の
中
央
に
広
が
り
、

高
度
な
交
通
機
能
を
有
し
て
い
る
。
東

海
道
・
山
陽
新
幹
線
で
東
京
、
大
阪
、

九
州
圏
と
つ
な
が
り
、
瀬
戸
大
橋
で
四

国
と
結
節
、
山
陽
、
岡
山
の
両
自
動
車

道
は
中
四
国
の
物
流
動
脈
だ
。
さ
ら
に

東
京
、
札
幌
、
沖
縄
、
そ
し
て
中
国
、
韓

国
に
開
か
れ
た
空
の
玄
関
口
、
岡
山
空

港
が
あ
る
。
岡
山
市
経
済
局
の
佐
古
和

之
企
業
立
地
推
進
担
当
課
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。「
新
幹
線
は
全
て
岡
山
に
停

車
し
ま
す
。
し
か
も
、
ま
さ
に
街
の
真

ん
中
に
駅
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
岡
山
空

港
ま
で
車
で
二
十
五
分
で
す
。
大
都
市

圏
の
企
業
に
対
し
て
こ
の
交
通
利
便
性

は
最
大
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で
す

ね
」。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
立
地
条
件
の
優

位
性
だ
け
で
は
ラ
イ
バ
ル
に
太
刀
打
ち

で
き
な
い
。
そ
こ
で
力
点
を
置
い
た
の

が
立
地
支
援
補
助
制
度
だ
。「
改
め
て

市
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
産
業

振
興
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
昭
和

二
十
八
年
に
制
定
さ
れ
た
『
工
場
設
置

「
岡
山
の
強
み
」を
ア
ピ
ー
ル

企
業
誘
致
で
活
性
化
を
加
速

中
四
国
の
中
軸
、岡
山
市
の

武
器
は
交
通
機
能
と
支
援
体
制

岡
山
市

交
通
・
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、

中
四
国
の
拠
点
地

先進自治体岡山県の東西をつなぐ山陽自動車道は、幅広い範囲の陸
上輸送に対応している。（写真：中原一隆）

8本の路線が乗り入れている岡山駅は、一大ターミナル
として多くの人に利用されている。

岡山市産業振興ビジョン

北房JCT北房JCT 落合JCT落合JCT

山陽IC山陽IC
総社IC総社IC 岡山IC岡山IC

岡山JCT岡山JCT

早島IC早島IC
J
R
瀬
戸
大
橋
線

J
R
瀬
戸
大
橋
線

J
R
津
山
線

J
R
津
山
線J

R
伯
備
線

J
R
伯
備
線

倉敷IC倉敷IC
倉敷JCT倉敷JCT

坂出IC坂出IC 高松高松

新見新見

総社総社

倉敷倉敷

中国自動車道

米子自動車道

山陽新幹
線

JR山陽
本線

JR赤穂
線

岡
山
自
動
車
道

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

岡山駅

岡山空港

山陽自
動車道

至広島至広島

至鳥取至鳥取

至大阪至大阪

上位計画

下位計画

岡山市都市ビジョン
［新・岡山市総合計画］
目指す都市像
・水と緑が魅せる心豊かな庭園都市
・中四国をつなぐ総合福祉の拠点都市

岡山の強みをいかした
産業を広げる

［政策］強みをいかした産業育成プロジェクト
・産学官連携による新たな産業分野の育成
・地場産業の市場競争力強化
・商都岡山の商業力強化
・広域産業基盤をいかした産業振興

多様で豊かな環境をいかす

街と田園のかたちを明確にする

安心していきいきと暮らせる
岡山型福祉を組み立てる

自立し自己実現できる人間力を育てる

市民力で新しい岡山をつくる

文化力で岡山の誇りを高める

産業振興
ビジョン

［現状認識］
・市内産業の概況
・本市の強み（ポテンシャル）
・地域経済社会を取り巻く環境
・�企業の課題・ニーズ、	
市民ニーズなど

8つの実施戦略

都
市
づ
く
り
の
基
本
方
向

基本理念
目指す産業の将来像

1.中小企業の経営基盤の強化を図る
2.商業集積エリアの魅力アップを図る
3.まちづくり活動の促進を図る
4.次代のリーダーとなる人材を育成する
5.地域の産業振興を図る
6.地域の強みを活かした産業群を創造する
7.地場産業の育成を図る
8.企業の挑戦や成長を支える産業支援基盤の充実を図る

09 建設業界 2015.6 082015.6建設業界



山陽新
幹線

山陽新
幹線

山陽新
幹線

山陽新
幹線

山陽自
動車道

山陽自
動車道

山陽
本線

山陽
本線

山陽本線山陽本線

宇野線宇野線早島I.C.早島I.C.

岡山総社I.C.岡山総社I.C.
岡山I.C.岡山I.C.

山陽I.C.山陽I.C.

倉敷I.C.倉敷I.C.

倉敷JCT倉敷JCT

岡山JCT岡山JCT 赤穂線赤穂線
伯
備
線

伯
備
線

岡山自動車道

津山線津山線
岡
山自動車道

食品・バイオ関連企業

医療・福祉・健康・環境関連企業

精密関連企業

自動車関連企業

県営団地等立地企業
県内立地主要工場（従業員概ね300人以上）

岡山リサーチパーク

工業団地

凡例

岡山市
先 進 自 治 体

ドンレミー 岡山工場
先 進 施 設

奨
励
条
例
』
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
頃
か
ら
制
度
に
基
づ
い
た
企
業
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
」
と

語
る
の
は
舩ふ

な

守も
り

秀
樹
室
長
補
佐
だ
。
市

は
こ
う
し
た
立
地
支
援
シ
ス
テ
ム
を
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
、
拡
充
さ
せ
な
が
ら
き

め
細
か
い
補
助
制
度
を
整
備
し
て
き
た
。

が
足
り
な
い
と
お
尻
を
叩
か
れ
て
い
る

が
、
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

交
通
の
結
節
点
で
あ
り
支
援
体
制
、
温

暖
な
気
候
と
震
度
2
が
大
き
な
話
題
に

な
る
ほ
ど
地
震
も
少
な
い
岡
山
市
。
そ

の
ま
ち
の
魅
力
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ

と
が
使
命
と
、
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
に
は
交
通
、
道
路
、
居
住

性
と
い
っ
た
高
次
な
都
市
機
能
も
必
要

不
可
欠
だ
。
岡
山
市
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

を
担
う
都
市
整
備
局
で
お
話
を
聞
い
た
。

「
中
四
国
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

高
速
道
路
な
ど
の
広
域
交
通
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
内
、
中
、
外
の
三
環
状
道

路
や
幹
線
道
路
を
国
、
県
と
連
携
し
な

が
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
心
部

へ
の
車
の
流
入
を
分
散
し
、
渋
滞
緩
和

を
進
め
て
い
る
。
岡
山
で
は
車
へ
の
依

存
度
が
高
い
た
め
、
そ
う
し
た
意
味
で

道
路
整
備
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
」
と

話
す
の
は
長な

が

代よ

利
男
都
市
企
画
総
務
課

長
だ
。
企
業
誘
致
の
視
点
か
ら
も
、
整

備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
説
明
す
る
。

　

さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
の

な
い
。
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

な
い
と
若
者
は
大
都
市
に
出
て
行
っ
て

し
ま
い
ま
す
」
と
舩
守
室
長
補
佐
は
危

機
感
を
の
ぞ
か
せ
た
。
地
元
に
若
い
活

力
を
留
め
る
た
め
に
は
選
択
肢
の
充
実

が
重
要
な
要
素
に
な
る
。

　

営
業
所
の
規
模
は
拠
点
と
い
っ
て
も

さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
実
績
を
積
み
上
げ
る
こ

と
で
、
ま
ち
の
魅
力
は
高
ま
る
と
佐
古

課
長
は
話
す
。「
恒
常
的
な
支
店
な
ら

ば
長
期
間
安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
小
規
模
で
も
そ
う
し
た
営
業
所

を
数
多
く
集
積
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

認
知
度
も
上
が
り
、
岡
山
は
益
々
元
気

に
な
り
ま
す
」。
ま
だ
ま
だ
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
営
業
所
を
統
廃
合
し
、
岡
山

市
に
中
四
国
支
店
を
設
置
、
三
月
か
ら

営
業
を
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
」。
岐
阜

に
本
社
を
置
き
全
国
に
展
開
す
る
企
業

な
の
で
、
本
来
な
ら
ば
西
日
本
の
営
業

拠
点
と
し
て
は
関
西
方
面
が
俎
上
に
上

が
る
と
こ
ろ
だ
が
、
地
の
利
と
支
援
体

制
が
決
め
手
と
な
っ
て
岡
山
市
を
選
ん

で
い
た
だ
け
た
と
話
す
。

　

岡
山
の
企
業
誘
致
活
動
は
こ
れ
ま
で

製
造
工
場
に
偏
在
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
若
い
世
代
で
は
事
務
系
、
営

業
系
へ
の
就
業
希
望
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
岡
山
市
内
で
は
事
務
系
の
求
人
が
少

　

本
社
移
転
な
ど
を
後
押
し
す
る
国
の

支
援
制
度
は
、
企
業
誘
致
に
お
い
て
重

要
な
要
素
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
に
依
存
し
て
い
て
は
周
辺
の
自
治
体

と
条
件
は
同
様
で
差
別
化
が
難
し
く
、

「
岡
山
」
が
選
ば
れ
る
決
定
打
に
は
な

り
得
な
い
。
地
方
創
生
は
地
方
の
主
導

が
本
来
の
姿
だ
。
そ
こ
で
市
は
独
自
に

複
数
の
補
助
制
度
を
創
出
し
た
。
大
規

模
な
土
地
利
用
が
必
要
と
な
る
工
場
や

研
究
所
、
ま
た
、
市
街
地
に
賑
わ
い
を

も
た
ら
す
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
営
業
所
、

そ
し
て
本
社
、
中
四
国
支
店
と
い
っ
た

広
域
営
業
を
目
的
と
し
た
事
業
所
な
ど
、

目
的
や
条
件
に
沿
っ
て
補
助
金
、
奨
励

金
を
交
付
す
る
多
面
的
な
支
援
体
制
を

敷
い
た
。
佐
古
課
長
は
そ
の
効
果
に
つ

い
て
こ
う
説
明
す
る
。「
効
率
化
を
目

的
と
し
て
営
業
拠
点
を
集
約
し
よ
う
と

す
る
企
業
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の

メ
ー
カ
ー
さ
ん
は
広
島
と
高
松
に
分
散

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
補
助
制
度
で

企
業
進
出
を
支
援

独
自
の
都
市
計
画
と

交
通
戦
略
で

賑
わ
い
の
あ
る
岡
山
を
創
出

岡山市は郊外への工場誘致と並行して、市街地では本社、広域的営業拠点などの立地を
積極的に促している。

岡山市経済局
産業振興・雇用推進課
企業立地推進室
企業立地推進担当課長

佐古 和之
Kazuyuki Sako

市
民
に
働
く
喜
び
を

岡山市内企業集積マップ

工場、研究所等への立地支援

【土地建物補助金】
土地固定資産評価額×3％＋建物
固定資産評価額×9％（限度額
３億円）
※増設の場合は補助率、限度額と
もに1/2

本市において、先端技術工場、一般製造工場又は研究所等を立地して事業を行う事業

【先端技術工場】
租税特別措置法（昭和32年法律第26号）第44条の２第１項に規定する高度技術工業
として大蔵省が行った告示（昭和59年３月31日大蔵省告示第41号）別表の番号１か
ら20までに掲げる製造業の用に供する工場

【一般製造工場】
日本標準産業分類（平成19年総務省告示第618号）分類表中大分類E―製造業の項目
に掲げる製造業の用に供する工場

【研究所等】
工業製品に係る研究所、バイオテクノロジーに係る研究所、光通信又は電気通信に係る
研究所、ソフトウェアハウス、システムハウス、高度情報処理産業に係る事業所、高度な
機械修理業に係る事業所、ディスプレイ業に係る事業所、非破壊検査業に係る事業所、デ
ザイン業に係る事業所、機械設計業に係る事業所、エンジニアリング業に係る事業所等

【人材確保奨励金】
市内に住民登録を有する新規常用
雇用者１人当たり20万円（障害者
の雇用については１人当たり40
万円）（限度額なし）

対象事業 補助内容

対象事業

本社、本社機能、中四国支店等への立地支援

補助内容

【賃借型】
事業所整備費（施設整備費、事
務機器購入費）の1/2（限度額
300万円）
※事務機器のリースは対象外

【本社】
企業の複数ある事業所のうち、最も経営上の業務が集中している、経営上の中心とな
る事業所で、初めて市内に設置するもの

【本社機能】
通常本社が有する総務，人事，経理，企画，研究開発部門等の中枢機能を有する事業所

【中四国支店等】
企業の複数ある事業所のうち、中国地方及び四国地方の４県以上を統括する業務を行
う事業所又は中国地方及び四国地方の４県以上の広域的営業拠点機能を持った事業所

岡山市本社・中四国支店等立地推進事業補助金

岡山市企業立地促進奨励金
過去50年間（1964-2013）の
地震回数（震度1以上） （気象庁HP）

0

5,000

25,000

20,000

15,000

10,000

岡山県

776

23,976

東京都
（島しょ部を含む）

23,976

4,525

全国平均

4,525

【人材確保奨励金】
新規常用雇用者1人当たり60万
円（障害者の雇用については1
人当たり120万円）（限度額なし）

（データ提供：岡山県）
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岡山市
先 進 自 治 体

ドンレミー 岡山工場
先 進 施 設

ド
ン
レ
ミ
ー岡山
工
場

　

岡
山
市
を
縦
貫
す
る
国
道
三
〇
号
線

を
南
下
、
産
業
が
集
積
す
る
藤
田
地
区

に
向
か
っ
た
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は
干
拓

に
よ
る
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
近

年
に
な
っ
て
国
道
沿
い
に
企
業
が
進
出
、

工
場
や
倉
庫
、
事
業
所
が
数
多
く
立
地

老
舗
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
が

岡
山
市
に
進
出

農
作
物
の
生
産
技
術
と

物
流
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
し
た
食
品
工
場

先進施設

た
。
こ
れ
を
交
通
戦
略
と
賑
わ
い
の
創

出
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
」
と
荒
木
課

長
代
理
は
語
っ
た
。

　

岡
山
市
内
の
道
路
は
戦
災
復
興
を
含

め
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
広
々
と
し
て
視
界

が
よ
く
通
る
。
渋
滞
と
は
無
縁
な
印
象

も
あ
る
が
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
中
心

部
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
と
い
う
。
新
た
に
駅
前
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
出
店
し
て
お

り
、
通
行
量
が
増
加
し
て
か
ら
手
を
打

つ
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
将
来
を
見

据
え
た
都
市
整
備
、
交
通
戦
略
が
必
要

だ
。「
中
心
市
街
地
で
は
再
開
発
事
業

や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進
み
、
現
代
的

な
街
区
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

エ
リ
ア
の
歴
史
や
風
情
の
あ
る
街
並
み

も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
景
観
も

街
の
魅
力
と
し
て
大
切
に
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
長

代
課
長
は
抱
負
を
語
る
。

　

若
手
の
流
出
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
不
足
は
岡
山
で
も
話
題
に
あ
が
る
と

い
う
。
橋
梁
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
な

ど
、
次
世
代
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
課
題

が
浮
上
す
る
中
、
新
た
な
価
値
観
、
視

点
を
持
っ
て
取
組
む
施
策
が
問
わ
れ
て

い
る
。
荒
木
課
長
代
理
は
課
題
解
決
の

糸
口
を
こ
う
語
る
。「
や
は
り
岡
山
の

魅
力
を
目
に
見
え
る
形
で
発
信
す
る
こ

と
。
担
い
手
が
い
な
け
れ
ば
理
想
的
な

都
市
計
画
の
推
進
は
困
難
で
す
」。
長

代
課
長
も
「
人
材
の
確
保
、
育
成
は
建

設
業
界
と
同
様
の
テ
ー
マ
。
ま
ち
づ
く

り
と
建
設
業
の
重
要
性
を
と
も
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
葉
を

継
い
だ
。

　

企
業
が
地
方
に
進
出
し
、
ま
ち
に
活

力
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
に
人
が
留
ま
り
、

労
働
力
が
集
積
す
れ
ば
、
企
業
に
と
っ

て
ま
ち
の
魅
力
は
さ
ら
に
大
き
な
も
の

に
な
る
。
こ
の
好
循
環
を
連
鎖
さ
せ
る

こ
と
が
地
方
創
生
の
原
点
だ
ろ
う
。
成

功
に
導
く
の
は
地
方
行
政
と
そ
こ
に
根

ざ
し
た
企
業
の
繊
細
か
つ
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
行
動
力
だ
。

創
出
や
市
民
の
高
齢
化
対
策
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者

割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
自
動
車
を

使
わ
な
い
市
民
の
足
と
し
て
、
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
の
整
備
や
、
そ
れ
ら

の
利
用
を
促
す
施
策
も
課
題
に
な
る
。

鉄
道
と
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
「
も
も
ち
ゃ
り
」
な
ど
、
有
機
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
急
ぐ
。
特
に

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
車
中
心
か

ら
、
徒
歩
・
自
転
車
・
公
共
交
通
中
心

の
交
通
体
系
へ
の
転
換
を
図
り
、
賑
わ

い
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
ち
の
二
極
化
も
大
き
な
課
題
だ
と

話
す
の
は
荒
木
昭
彦
課
長
代
理
だ
。

「
都
心
部
は
岡
山
駅
周
辺
と
岡
山
城
下

の
表
町
周
辺
に
二
極
化
し
て
い
ま
す
。

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
両
極
を
連
携

し
た
回
遊
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
」。
そ
の
一
環
と
し
て
五
月
に
県
庁

通
り
や
こ
れ
に
連
な
る
西
川
緑
道
公
園

筋
で
、
安
全
で
楽
し
い
ま
ち
歩
き
を
考

え
る
社
会
実
験
を
行
っ
た
。
自
転
車
の

走
行
や
駐
輪
の
指
導
、
車
両
等
の
通
行

を
規
制
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
、
課
題
と
可
能
性
を
探
っ

た
。「
道
路
や
土
地
利
用
に
資
す
る
貴

重
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を

育
む
好
循
環
を

岡山市都市整備局
都市企画総務課
課長

長代利男
Toshio Nagayo

誰もが簡単な手続きで利用できる「ももちゃり」は、観
光地、まち巡りの手段として好評だ。まちの賑わい創
出に一役買っている。

上／回遊性向上社会実験時に行われたスタンプ
ラリーのシート。
下／回遊性向上社会実験の様子。通りはオープ
ンカフェとして、住民の方々に利用された。
（提供：岡山市）

し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
一
昨
年
六
月
に
稼
働
を
開
始

し
た
洋
菓
子
工
場
が
あ
る
。
株
式
会
社

ド
ン
レ
ミ
ー
岡
山
工
場
だ
。
創
業
は
昭

和
二
十
六
年
、
東
京
都
足
立
区
に
本
社

を
置
き
、
群
馬
県
高
崎
市
の
榛
名
工
場

を
製
造
拠
点
と
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
、
ス
ー
パ
ー
に
ケ
ー
キ
や
デ
ザ
ー
ト

を
供
給
し
て
き
た
。
二
カ
所
目
の
工
場
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岡山市
先 進 自 治 体

ドンレミー 岡山工場
先 進 施 設

に
つ
い
て
高
島
和
男
次
長
に
お
話
を
伺

っ
た
。「
こ
れ
ま
で
東
日
本
を
中
心
と

し
て
全
国
に
販
売
網
を
広
げ
て
き
ま
し

た
が
、
従
来
の
体
制
で
は
関
西
以
南
だ

と
九
州
北
部
が
限
界
で
し
た
。
商
圏
を

拡
大
し
、
西
日
本
方
面
に
も
当
社
の
ス

イ
ー
ツ
を
お
届
け
す
る
た
め
岡
山
工
場

を
新
設
し
た
ん
で
す
」。
現
在
、
鹿
児

島
、
沖
縄
ま
で
供
給
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　

新
拠
点
に
岡
山
を
選
ん
だ
主
な
理
由

は
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
少
な
い
、
西

日
本
へ
の
ア
ク
セ
ス
拠
点
、
新
鮮
な
原

材
料
を
入
手
し
や
す
い
と
い
っ
た
点
だ
。

ド
ン
レ
ミ
ー
の
商
圏
は
今
や
日
本
全
国

だ
。
そ
こ
で
課
題
と
な
る
の
が
商
品
の

配
送
ス
ピ
ー
ド
。
岡
山
の
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
は
出
来
立
て
の
洋
菓
子
を
津
津
浦

浦
に
届
け
る
た
め
の
大
き
な
戦
力
と
な

る
。
ま
さ
に
岡
山
の
優
位
性
を
最
大
限

に
活
か
す
戦
略
だ
。「
榛
名
工
場
は
東

日
本
大
震
災
の
際
に
、
計
画
停
電
や
原

アウトレット店にはウィークデイの昼間にもかかわらず次々とお客さんが来店する。その数1日あたり約500名。休日は1,000名近くにもなる。甘
い香りに包まれて店内に笑顔が広がる。

株式会社ドンレミー
岡山工場 
企画開発室 課長 兼
アウトレット岡山店 店長

佐藤正義
Masayoshi Satou

株式会社ドンレミー
岡山工場
次長

高島和男
Kazuo Takashima

材
料
の
供
給
停
止
な
ど
大
き
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
岡
山
工
場
は
有
事
の
代

替
機
能
も
担
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
は
台

風
の
通
り
道
か
ら
も
外
れ
て
い
ま
す
し

ね
」
と
高
島
次
長
は
話
す
。
原
材
料
、

資
材
は
大
阪
エ
リ
ア
か
ら
調
達
し
て
い

る
。
短
時
間
で
搬
送
で
き
る
立
地
は
コ

ス
ト
面
で
も
効
果
が
期
待
で
き
る
。
高

品
質
の
フ
ル
ー
ツ
が
入
手
で
き
る
こ
と

も
大
き
い
。
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
の
開
発

も
進
め
て
い
る
。「
岡
山
は
白
桃
の
郷
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
ピ
ン
ク
で
統
一
し
て

い
ま
す
。
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
で
す
け
ど

ね
」
と
笑
っ
た
。

　

ド
ン
レ
ミ
ー
が
岡
山
市
に
も
た
ら
し

た
経
済
効
果
も
大
き
い
。
現
在
ま
で
に

三
〇
〇
名
近
い
雇
用
を
創
出
し
た
。
八

割
は
パ
ー
ト
従
業
員
だ
が
、
女
性
の
社

会
進
出
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。「
最
初
は
知
名
度
が
な
か
っ

た
の
で
、
従
業
員
を
集
め
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
が
、
ク
チ
コ
ミ
が
広
が
り
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
平
均
年
齢
も
若
く
、
皆
さ
ん

本
当
に
元
気
で
、
工
場
内
は
活
気
が
あ

り
ま
す
よ
」
と
高
島
さ
ん
は
明
か
す
。

　

ド
ン
レ
ミ
ー
の
洋
菓
子
は
工
場
ラ
イ

ン
で
の
手
作
り
が
基
本
だ
。
見
た
目
に

も
美
味
し
そ
う
な
ケ
ー
キ
作
り
に
は
繊

細
な
手
作
業
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
工
場
が
竣
工
し
た
後
、
一
カ
月
を

研
修
期
間
に
あ
て
、
本
社
か
ら
指
導
員

を
招
聘
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
。

さ
ら
に
、
製
造
後
の
出
荷
は
時
間
を
選

ば
な
い
。
出
来
立
て
を
短
時
間
で
包
装
、

運
搬
車
両
に
積
み
込
む
。
店
頭
で
の
販

売
、
接
客
を
含
め
、
潤
沢
な
マ
ン
パ
ワ

ー
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
工
場
の
運
営
は

難
し
い
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
地

元
採
用
の
従
業
員
だ
。
ド
ン
レ
ミ
ー
の

岡
山
進
出
は
、
市
内
の
潜
在
的
な
労
働

力
を
引
き
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ド
ン
レ
ミ
ー
が
注
目
を
集
め
る
理
由

の
一
つ
に
工
場
に
併
設
さ
れ
た
「
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
」
が
あ
る
。
ほ
ん
の
少
し
形

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
キ
や
、
ス
ト

ッ
ク
に
余
裕
の
あ
る
原
材
料
を
活
用
し

た
パ
フ
ェ
な
ど
を
店
頭
で
安
価
で
販
売

す
る
。
こ
れ
ま
で
に
関
東
圏
で
四
店
舗

を
展
開
、
岡
山
は
五
店
舗
目
だ
。「
工
場

と
併
設
し
た
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
岡
山
が

初
め
て
。
こ
れ
以
上
新
鮮
な
ス
イ
ー
ツ

を
大
量
に
提
供
で
き
る
と
こ
ろ
は
他
に

な
い
で
し
ょ
う
」
と
胸
を
張
る
の
は
佐

藤
正
義
店
長
だ
。
開
発
部
門
も
統
括
す

る
佐
藤
店
長
は
、
地
元
の
子
供
た
ち
を

対
象
と
し
た
ケ
ー
キ
教
室
も
担
当
、
毎

回
大
人
気
だ
と
い
う
。

　
「
店
の
正
面
に
小
さ
い
で
す
け
ど
多

目
的
ホ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
お
客
様
に
開

放
し
て
い
ま
す
。
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が

ら
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
好
評

で
す
」
と
山
下
幸
男
主
任
が
教
え
て
く

れ
た
。
山
下
主
任
は
岡
山
の
出
身
、
地

元
に
新
し
い
交
流
の
場
が
で
き
た
こ
と

も
嬉
し
い
と
話
す
。

　

市
内
に
進
出
し
た
事
業
者
か
ら
は
、

岡
山
の
立
地
的
な
優
位
性
を
実
感
し
た

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
膨
大

な
デ
ー
タ
を
扱
う
Ｉ
Ｔ
企
業
や
通
信
事

業
者
は
地
震
な
ど
の
災
害
の
少
な
さ
、

大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
は
原
材
料
と
な

る
良
質
で
豊
富
な
「
水
」
と
高
度
な
交

通
網
。
し
か
し
、
企
業
誘
致
に
お
け
る

岡
山
市
の
優
位
性
は
、
現
段
階
で

一
〇
〇
％
発
揮
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

そ
れ
は
依
然
と
し
て
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

将
来
に
向
け
逞
し
く
地
方
創
生
に
挑
む

岡
山
市
の
取
組
み
に
期
待
し
た
い
。

地
元
に
元
気
と
交
流
を

生
み
出
す
ス
イ
ー
ツ
工
場

お
よ
そ
三
〇
〇
名
の

雇
用
を
創
出

正面がアウトレットの店舗だが
背景に工場のラインが連なる。
清潔感に満ちたリゾート施設を
彷彿とさせる佇まいだ。

ドンレミー岡山工場内の様子。手作業で行うスイーツづ
くりには、多くの従業員が必要となってくる。（提供：㈱
ドンレミー）

大人気商品のプリンアラモードと
フルーツロールケーキ（提供：㈱ド
ンレミー）
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